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江
戸
川
（
矢
切
）

全
国
炭
焼
大
会
で
の
発
見

閑話休題

（昭和２９年１月３０日
第三種郵便物認可）

静
岡
県
の
川
根
町
と
い
え

ば
、
デ
コ
イ
チ
が
煙
を
吐
い
て

峡
谷
を
走
り
、
う
ま
く
掘
り
あ

て
た
温
泉
に
入
り
込
み
客
が
多

く
、
玉
露
が
評
判
で
、
そ
の
う
え
町
長
の

河
野
敏
郎
氏
は
清
水
次
郎
長
の
後
え
い
だ

と
、
話
に
コ
ト
欠
か
ぬ
土
地
で
あ
る
。
そ

こ
で
九
月
の
半
ば
、「
全
国
炭
焼
き
サ
ミ

ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
松
本
聰

東
大
教
授
（
農
博
・
中
央
環
境
審
議
会
委

員
）、
山
田
豊
文
（
杏
林
予
防
医
学
研
究

所
所
長
）、
落
合
博
満
（
野
球
評
論
家
）。

私
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
基
調
講
演
者

と
し
て
参
加

し
た
が
、
さ

て
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
人
を
見
て
お
ど

ろ
い
た
。
一
千
人
を
少
し
超
え
て
い
る
。

し
か
も
老
若
男
女
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
あ

る
。野
次
馬
ら
し
い
の
は
一
人
も
い
な
い
。

韓
国
か
ら
来
た
と
い
う
五
人
の
人
も
会
場

の
人
も
、
す
べ
て
炭
焼
き
だ
っ
た
。
中
山

間
地
対
策
と
か
年
寄
り
の
小
遣
い
稼
ぎ
と

か
、
そ
ん
な
マ
イ
ナ
ー
な
イ
メ
ー
ジ
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
知
的
障
害
者
を
あ
ず

か
る
施
設
で
炭
焼
窯
も
併
設
し
て
い
る
と

か
、新
入
社
員
に�
活
�を
入
れ
る
農
事
作

業
の
一
環
と
し
て
や
っ
て
い
る
と
か
、
じ

つ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
有
様
で
あ
る
。

私
は
静
岡
県
の
子
ど
も
の
教
育
の
新
シ

ス
テ
ム
を
作
る
仕
事
も
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
県
下
の
中
・
小
学
校
の
全
教
室

に
対
角
線
に
炭
籠
を
お
か
し
て
も
ら
う
提

案
を
し
た
。空
気
中
の
水
蒸
気
な
ど
が
炭

の
表
面
に
く
っ
つ
く
と
水
分
子
か
ら
水
素

イ
オ
ン
を
引
き
ぬ
く
の
で
水
酸
イ
オ
ン
が

残
る
。こ
れ
が
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
で
フ
ィ

ト
ン
チ
ッ
ド
と
同
じ
。子
ど
も
た
ち
は
教

室
内
で
森
林
浴
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

私
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
案

が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
が
、こ
れ
か
ら
先
、

全
国
の
�
炭
焼
き
�
が
漆
詰
め
で
考
え
る

べ
き
問
題
も
出
た
。

木
酢
や
竹

酢
の
等
級
の

問
題
で
あ
る
。木
や
竹
を
炭
に
す
る
場
合
、

窯
か
ら
出
る
煙
を
冷
却
す
る
と
黒
い
酢
に

な
る
。
こ
れ
は
糖
尿
病
や
水
虫
に
効
く
と

い
わ
れ
、
精
製
し
て
女
性
の
整
肌
ク
リ
ー

ム
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
酢
の
出
来
具
合
が
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で

あ
る
。
丁
寧
に
採
取
し
た
も
の
は
性
質
も

効
果
も
よ
い
が
、
大
ざ
っ
ぱ
な
仕
事
の
も

の
は
た
だ
酸
味
が
強
い
だ
け
と
い
う
有

様
。
一
日
も
早
く
等
級
別
を
し
て
市
場
に

出
さ
な
い
と
、
悪
貨
は
良
貨
を
駆
逐
す
る

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
好
事
魔
多
し
の

一
例
か
も
。

（
評
論
家

草
柳
大
蔵
）

（町村の購読料は会費
の中に含まれております）

毎週月曜日発行

2330号
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Ｉ
Ｔ
戦
略
の
推
進
に
関
す
る
要
望
意
見

国
に
お
い
て
は
、
内
閣
に
Ｉ
Ｔ
戦
略
本

部
を
設
置
し
、
Ｉ
Ｔ
国
家
戦
略
の
構
築
、

電
子
政
府
の
実
現
等
を
課
題
と
し
て
対
応

を
急
い
で
お
り
、
地
方
公
共
団
体
に
つ
い

て
も
電
子
自
治
体
の
推
進
を
求
め
て
い

る
。情

報
通
信
技
術
は
そ
の
活
用
如
何
が
行

政
の
効
率
化
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

地
域
振
興
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
市
町

村
行
政
に
お
い
て
も
真
摯
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
市
町
村
の
取
り
組
み
は
団
体
に
よ
っ
て

大
き
く
相
違
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ

る
。
国
に
お
い
て
Ｉ
Ｔ
戦
略
を
全
国
的
に

推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な

市
町
村
の
実
態
を
十
分
に
踏
ま
え
つ
つ
、

国
と
し
て
各
般
に
わ
た
る
措
置
を
講
ず
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

当
面
、
下
記
事
項
に
つ
い
て
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
よ
う
要
請
す
る
。

記

一
、
基
本
的
事
項

�

市
町
村
と
住
民
及
び
国
・
県
と
の

関
係
は
、
極
め
て
広
範
に
わ
た
っ
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
処
理
の
方

法
を
と
っ
て
い
る
が
、「
総
合
行
政

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
や
「
申
請
・
届
出

等
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
」
の
構
想

が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
事
務
に

適
用
す
る
の
か
な
ど
国
の
考
え
方
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
メ

リ
ッ
ト
を
明
示
し
、
一
般
国
民
ま
で

含
め
て
十
分
な
理
解
を
得
る
よ
う
配

慮
す
る
こ
と
。

�

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
対

応
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
高

度
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
、
個
人
認

証
な
ど
の
制
度
面
、技
術
面
の
確
立
、

職
員
の
研
修
な
ど
の
ほ
か
、
地
方
公

共
団
体
に
対
す
る
財
政
措
置
等
を
含

め
、
国
と
し
て
十
分
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
。

�

Ｉ
Ｔ
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
各
地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に
取

り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
団
体
間
で

相
当
大
き
な
事
情
の
相
違
が
あ
る
こ

と
に
十
分
留
意
す
る
こ
と
と
と
も

に
、
一
般
国
民
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｔ
へ

の
対
応
に
は
大
き
な
格
差
が
あ
る
こ

と
に
配
慮
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

二
、
財
政
措
置
の
確
立

�

Ｉ
Ｔ
体
応
を
進
め
る
た
め
に
は
今

後
も
多
く
の
市
町
村
で
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

及
び
パ
ソ
コ
ン
を
整
備
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
は
多
額
の
財

政
負
担
を
伴
う
の
で
、
地
方
交
付
税

不
交
付
団
体
に
つ
い
て
も
配
慮
し
つ

つ
、
国
庫
補
助
や
地
方
債
措
置
な
ど

十
分
な
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

�

シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
変
更
に
つ
い

て
は
、
今
後
多
額
の
経
費
を
要
す
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
国
の
制
度
に

関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
国
に
お

い
て
汎
用
性
の
高
い
標
準
的
な
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
提
供
す
る

等
に
よ
り
効
率
化
及
び
市
町
村
の
財

政
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
を
含
め
、
電
子
化
に
伴
っ
て

生
ず
る
市
町
村
の
関
係
経
費
に
対

し
、
国
庫
補
助
等
必
要
な
財
政
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

特
に
、
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
電
子
認
証
基
盤
の
整
備
等
国
が
統

一
的
に
進
め
、
あ
る
い
は
要
請
す
る

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
か
か
る
経
費
に

つ
い
て
は
、
そ
の
変
更
を
含
め
、
国

の
負
担
に
よ
り
措
置
す
る
こ
と
。

Ｉ
Ｔ
戦
略
に
係
る
国
の
施
策
・
予

算
の
う
ち
地
方
公
共
団
体
に
関
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
各
省
庁
間
の
調

整
を
十
分
に
行
い
、
で
き
る
だ
け
統

合
整
理
し
て
効
率
化
す
る
と
と
も

に
、
市
町
村
に
過
重
な
負
担
が
生
ず

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ま
た
、
必
要
な
財
政
措
置
を
行
う
こ

と
。

三
、
電
子
自
治
体
等
の
た
め
に
必
要
な
法

制
度
・
シ
ス
テ
ム
の
整
備

�

申
請
・
届
出
等
手
続
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
つ
い
て
は
、
個
人
認
証
基
盤

や
地
方
公
共
団
体
の
組
織
認
証
基
盤

の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
民
間

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
検
討
も
踏
ま
え
た

う
え
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
早
急

に
示
す
と
と
も
に
、
制
度
面
、
技
術

面
で
の
課
題
を
国
に
お
い
て
解
決
す

る
こ
と
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務
処

理
の
電
子
化
に
つ
い
て
、
国
の
制
度

に
つ
い
て
も
電
子
化
を
前
提
と
し
た

全
国
町
村
会
は
、
全
国
市
長
会
と
共
同
で
政
府
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
会
議
開
催

前
日
の
九
月
十
九
日
に
「
Ｉ
Ｔ
戦
略
の
推
進
に
関
す
る
要
望
意
見
」
を
ま

と
め
、
森
内
閣
総
理
大
臣
は
じ
め
、
総
理
府
、
総
務
庁
、
大
蔵
省
、
通
商

産
業
省
、
郵
政
省
、
自
治
省
、
消
防
庁
等
関
係
各
省
庁
に
同
要
望
書
を
提

出
し
た
。

国
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
に
お
い
て
は
市
町
村
に
対
し
て
も
電
子
自
治
体
の
推
進

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
市
町
村
の
取
り
組
み
は
団
体
に

よ
っ
て
大
き
な
差
異
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
が
Ｉ
Ｔ
戦
略
を
推
進
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ

う
に
要
請
し
た
も
の
で
あ
る
。

ＩＩ
ＴＴ
戦戦
略略
のの
推推
進進
にに
関関
すす
るる
要要
望望
意意
見見
提提
出出

活 動
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法
令
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
円

滑
か
つ
効
率
的
な
事
務
処
理
を
行
う

た
め
、
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
十

分
聞
き
な
が
ら
、
国
に
お
い
て
事
務

手
続
の
整
備
、
処
理
形
式
等
を
含
む

事
務
処
理
の
標
準
化
、
簡
素
・
効
率

化
等
を
進
め
る
こ
と
。
こ
の
場
合
、

各
省
庁
間
の
統
一
を
図
る
こ
と
。

�

行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
に
よ
り
国
と
の
間
の
事
務

処
理
の
方
法
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す

る
の
か
な
ど
早
急
に
そ
の
具
体
的
な

内
容
及
び
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
と
も
に
、
運
営
に
つ
い
て
は
、
財

政
面
を
含
め
て
地
方
公
共
団
体
の
負

担
を
極
力
軽
減
す
る
こ
と
。
ま
た
、

各
省
庁
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想

と
の
整
理
を
行
う
こ
と
。

�

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

利
用
の
場
合
も
含
め
、
電
子
自
治
体

構
想
な
ど
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。

四
、
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

地
域
間
の
情
報
格
差
を
是
正
し
つ
つ
Ｉ

Ｔ
戦
略
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
全
国
規

模
で
、
各
家
庭
、
事
務
所
、
公
共
施
設
等

を
結
ぶ
高
速
通
信
回
線
を
整
備
し
、
し
か

も
使
用
料
金
を
低
廉
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
国
の
責
任
の
も
と
に
民

間
、
公
共
を
通
ず
る
全
体
の
整
備
計
画
を

策
定
す
る
な
ど
に
よ
り
、
早
期
の
整
備
を

推
進
す
る
こ
と
。

五
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
等
の
確
立

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
電
子
認
証

基
盤
の
整
備
に
係
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
解
決
す
る
こ

と
。ま

た
、
最
近
の
技
術
動
向
を
踏
ま
え
た

対
策
を
早
急
に
策
定
す
る
と
と
も
に
、
市

町
村
が
実
施
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

つ
い
て
は
、
財
政
面
を
含
め
支
援
す
る
こ

と
。

六
、
総
合
的
な
支
援
の
充
実

市
町
村
の
Ｉ
Ｔ
対
応
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
、
職
員
の
情
報
化
に
か
か
る
研
修
の

充
実
な
ど
、
市
町
村
に
お
け
る
人
材
の
確

保
・
育
成
に
つ
い
て
支
援
す
る
こ
と
。

ま
た
、
市
町
村
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
財
政
面
は
も
と
よ
り
市
町
村
の
情
報

化
に
つ
い
て
の
企
画
面
、
技
術
面
な
ど
広

範
な
分
野
で
の
支
援
を
充
実
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
国
民
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
に
万
全
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
将
来
の

円
滑
な
運
営
に
配
慮
し
て
そ
の
適
正
な
運

用
を
含
め
た
情
報
教
育
を
充
実
す
る
こ

と
。

七
、
関
連
地
域
産
業
の
振
興

地
域
に
お
け
る
情
報
産
業
の
振
興
や
地

域
産
業
の
情
報
化
に
つ
い
て
、
地
方
公
共

団
体
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
。

平
成
十
二
年
九
月
十
九
日全

国
市
長
会

全
国
町
村
会

（第三種郵便物認可） 第２３３０号町 村 週 報平成１２年１０月２日
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文
部
科
学
省
の
平
成
十
三
年
度
予
算
概

算
要
求
は
、
一
般
会
計
で
前
年
度
比
一
・

一
％
増
の
六
兆
五
八
六
一
億
一
二
〇
〇
万

円
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
「
日
本
新
生
特
別

枠
（
非
公
共
）」の
一
六
〇
五
億
九
〇
〇
〇

万
円
を
加
え
る
と
、
伸
び
率
は
三
・
六
％

増
と
な
る
。
調
査
研
究
と
し
て
実
施
し
て

き
た
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
を

補
助
事
業
と
し
制
度
化
す
る
な
ど
、
少
年

に
よ
る
凶
悪
事
件
の
頻
発
を
踏
ま
え
、「
心

の
教
育
」
の
充
実
に
力
を
入
れ
た
。
二
〇

人
授
業
の
実
現
を
柱
と
す
る
第
七
次
教
職

員
定
数
改
善
計
画
（
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇

五
年
度
）
の
ス
タ
ー
ト
で
は
、
教
諭
以
外

の
学
校
栄
養
職
員
な
ど
も
含
め
二
万
六
九

〇
〇
人
を
改
善
、
初
年
度
分
と
し
て
五
三

八
〇
人
を
要
求
す
る
。
特
別
枠
で
は
、
二

〇
人
授
業
に
も
対
応
す
る
Ｉ
Ｔ
（
情
報
通

信
）
授
業
ル
ー
ム
の
整
備
な
ど
Ｉ
Ｔ
革
命

へ
の
対
応
策
を
積
極
的
に
盛
り
込
ん
だ
。

▼
五
年
間
で
全
公
立
中
に
配
置

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
一
九
九

五
年
度
か
ら
調
査
研
究
事
業
と
し
て
、
配

置
の
効
果
を
検
証
し
て
き
た
。
生
徒
や
保

護
者
が
気
兼
ね
な
く
相
談
で
き
る
�
第
三

者
�
と
し
て
好
評
、
成
果
も
報
告
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
文
部
省
は
、
最
近
の
児
童
・

生
徒
の
問
題
行
動
を
「
内
面
に
ス
ト
レ
ス

や
不
満
を
抱
え
込
み
、
抑
制
で
き
な
く

な
っ
て
起
こ
し
た
と
み
ら
れ
る
事
例
が
多

い
」（
初
等
中
等
教
育
局
）
と
分
析
。
今

後
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
役
割
が
一
層
期
待

さ
れ
る
こ
と
か
ら
制
度
化
を
判
断
し
た
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
事
業
補
助
と
し
て

四
一
億
九
一
〇
〇
万
円
を
計
上
。
都
道
府

県
、
政
令
指
定
都
市
に
対
し
て
二
分
の
一

を
補
助
し
、
今
後
五
年
間
で
三
学
級
以
上

の
全
中
学
校（
約
一
万
校
）に
配
置
す
る
。

勤
務
形
態
は
非
常
勤
（
週
八
時
間
）。
生

徒
の
相
談
に
の
っ
た
り
、
保
護
者
や
教
師

に
子
供
へ
の
接
し
方
を
助
言
し
た
り
す

る
。
二
〇
〇
一
年
度
は
、
前
年
度
か
ら
一

五
〇
〇
校
増
の
三
七
五
〇
中
学
校
に
置

く
。
こ
の
う
ち
大
規
模
校
な
ど
六
〇
校
に

は
、
一
般
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
加
え
、「
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
」
と
し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
経
験
の

豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
も
配
置（
週
三
〇
時
間
）

す
る
。

▼
道
徳
教
育
に
�
て
こ
入
れ
�

こ
の
ほ
か「
心
の
教
育
」の
充
実
で
は
、

道
徳
教
育
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
た
「
心
の
ノ
ー
ト
」（
仮
称
）
を
作
成
。

三
年
計
画
で
全
小
中
学
生
に
配
布
す
る
。

学
習
教
材
や
家
庭
で
の
話
し
合
い
の
き
っ

か
け
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う
考
え
。
命

の
大
切
さ
や
他
人
を
思
い
や
る
心
、
物
事

の
善
悪
な
ど
の
規
範
意
識
を
し
っ
か
り
身

に
付
け
さ
せ
る
の
が
狙
い
だ
。
二
〇
〇
一

年
度
は
二
〇
〇
二
年
度
の
新
小
学
一
、
二

年
生
、
中
学
三
年
生
の
分
（
約
三
七
四
万

人
）
を
作
製
す
る
。
道
徳
教
育
は
、
子
ど

も
た
ち
の
内
面
に
か
か
わ
る
分
野
だ
が
、

タ
ブ
ー
視
せ
ず
に
そ
の
浸
透
に
向
け
取
り

組
む
こ
と
に
し
た
。

心
の
ノ
ー
ト
を
用
い
て
効
果
的
な
指
導

を
行
え
る
よ
う
教
師
用
資
料
も
作
成
、
小

中
学
校
の
全
四
一
万
学
級
に
配
布
す
る
。

ま
た
、
ノ
ー
ト
を
活
用
し
、
学
校
と
家
庭

が
連
携
し
て
子
ど
も
の
道
徳
性
育
成
に
当

た
る
調
査
研
究
を
実
施
。
九
四
地
域
（
各

都
道
府
県
二
地
域
、一
地
域
当
た
り
五
校
）

を
モ
デ
ル
地
域
に
指
定
す
る
。

さ
ら
に
「
専
門
医
活
用
調
査
研
究
委
託

事
業
」（
二
億
六
六
〇
〇
万
円
）
で
は
、

増
加
す
る
「
保
健
室
登
校
」
の
児
童
・
生

徒
に
対
応
し
、
心
の
健
康
相
談
を
充
実
さ

せ
る
。
精
神
科
医
な
ど
専
門
医
を
都
道
府

県
に
二
人
、
政
令
指
定
都
市
に
派
遣
し
、

小
中
高
校
の
養
護
教
諭
が
行
う
相
談
活
動

に
対
す
る
指
導
・
助
言
に
当
た
っ
て
も
ら

う
。
勤
務
形
態
は
非
常
勤
と
す
る
。

▼
七
次
計
画
は
五
三
八
〇
人

教
職
員
定
数
の
改
善
は
前
年
度
比
二
・

三
％
増
の
三
兆
九
三
六
億
二
二
〇
〇
万
円

と
な
っ
た
。
第
七
次
公
立
義
務
教
育
諸
学

校
教
職
員
定
数
改
善
計
画
は
二
〇
〇
一
年

度
か
ら
五
カ
年
に
自
然
減
と
な
る
教
職
員

数
を
そ
の
ま
ま
改
善
増
と
す
る
内
容
。
少

人
数
指
導
に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
を
行

う
小
学
校
に
八
六
〇
〇
人
、
中
学
校
に
一

万
三
九
〇
〇
人
の
教
員
を
加
配
す
る
の
が

最
大
の
特
徴
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
教
員
一

人
当
た
り
の
児
童
・
生
徒
数
は
、
小
学
校

一
八
・
六
人
、
中
学
校
一
四
・
六
人
と
欧

米
並
み
の
水
準
に
改
善
さ
れ
る
。
ま
た
同

省
は
、
基
本
三
教
科
（
小
学
校＝

国
語
・

算
数
・
理
科
、
中
学
校＝

英
語
・
数
学
・

理
科
）
で
二
〇
人
授
業
が
可
能
に
な
る
と

し
て
い
る
。

計
画
初
年
度
の
二
〇
〇
一
年
度
は
、
五

三
八
〇
人
を
要
求
。
こ
の
う
ち
小
学
校
教

諭
は
一
七
二
〇
人
、
中
学
校
教
諭
は
二
七

八
〇
人
で
、
養
護
教
諭
や
学
校
栄
養
職
員

な
ど
を
含
め
る
と
小
中
学
校
で
計
五
一
五

五
人
と
な
る
。
子
ど
も
た
ち
の
「
心
の
健

康
」
へ
の
対
応
な
ど
、
今
日
的
な
課
題
を

担
う
養
護
教
諭
は
、
学
級
数
で
は
な
く
児
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童
・
生
徒
数
を
基
礎
と
し
た
算
定
方
式
に

改
め
て
要
求
。
現
在
は
三
〇
人
学
級
以
上

の
大
規
模
校
で
複
数
配
置
さ
れ
て
い
る

が
、
児
童
数
八
五
一
人
以
上
の
小
学
校
と

生
徒
数
八
〇
一
人
以
上
の
中
学
校
に
複
数

配
置
で
き
る
よ
う
要
求
す
る
。

管
理
職
手
当
は
、
校
長
を
現
行
の
一
二

％
か
ら
一
四
％
、教
頭
を
一
般
校
一
〇
％
、

大
規
模
校
一
二
％
か
ら
一
律
一
二
％
へ
の

引
き
上
げ
を
要
求
。
教
員
特
殊
業
務
手
当

に
つ
い
て
は
、
児
童
・
生
徒
の
問
題
行
動

な
ど
で
学
校
の
よ
り
迅
速
な
対
応
が
要
請

さ
れ
て
い
る
状
況
か
ら
、
救
急
・
補
導
業

務
の
要
件
を
「
八
時
間
程
度
」
か
ら
「
四

時
間
程
度
」
に
改
善
す
る
よ
う
求
め
た
。

さ
ら
に
保
健
主
事
を
主
任
手
当
の
支
給
対

象
と
す
る
こ
と
も
要
求
し
て
い
る
。

▼
「
指
導
力
不
足
」
に
社
会
体
験

研
修

教
員
の
指
導
力
不
足
が
問
題
に
な
る

中
、
教
員
が
社
会
体
験
を
通
し
て
対
人
能

力
を
身
に
付
け
る
機
会
の
拡
充
が
必
要
と

考
え
、自
治
体
が
単
独
で
進
め
て
き
た「
長

期
社
会
体
験
研
修
」
を
補
助
事
業
化
す
る

こ
と
に
し
た
。

小
中
高
校
と
盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
の

教
員
を
対
象
に
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
民
間
企

業
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
社
会
福

祉
施
設
で
一
カ
月
以
上
の
研
修
機
会
を
提

供
す
る
た
め
、「
長
期
社
会
体
験
研
修
事

業
費
補
助
」
を
創
設
。
研
修
旅
費
や
受
け

入
れ
施
設
へ
の
謝
金
な
ど
必
要
経
費
の
二

分
の
一
を
補
助
す
る
。
派
遣
人
数
は
一
四

七
五
人
（
一
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市

当
た
り
二
五
人
）。
研
修
教
員
の
長
期
社

会
体
験
研
修
は
、
一
九
九
三
年
に
千
葉
県

が
初
め
て
実
施
し
て
以
降
、
�
対
人
関
係

能
力
の
向
上
�
学
校
運
営
上
の
効
果
�
意

欲
の
向
上
�
指
導
力
の
向
上
�
視
野
の
拡

大
―
な
ど
の
成
果
か
ら
、
多
く
の
自
治
体

が
単
独
事
業
と
し
て
取
り
組
み
、
既
に
四

二
都
道
府
県
、
四
政
令
指
定
都
市
が
実
施

し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
調
査
研
究
事
業
と
し
て
実
施

し
て
き
た
、
優
れ
た
経
験
を
持
つ
社
会
人

を
教
育
現
場
で
活
用
す
る
特
別
非
常
勤
講

師
の
配
置
も
補
助
事
業
に
切
り
替
え
る
。

講
師
の
報
酬
や
交
通
費
な
ど
の
三
分
の
一

を
補
助
、
五
〇
〇
〇
万
円
を
要
求
し
た
。

配
置
人
数
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
一
〇
三

四
人
か
ら
三
九
五
三
人
（
一
県
・
市
当
た

り
六
七
人
）
に
大
幅
に
増
や
す
。
こ
の
う

ち
一
〇
〇
三
人
（
同
一
七
人
）
は
Ｉ
Ｔ
関

連
の
人
材
を
配
置
す
る
。

ま
た
、
学
校
か
ら
企
業
へ
の
社
会
体
験

研
修
教
員
の
派
遣
、
企
業
か
ら
学
校
へ
の

特
別
非
常
勤
講
師
の
派
遣
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
組
織
を
す
べ
て
の
都
道
府

県
、
政
令
指
定
都
市
、
中
核
市
に
設
置
。

経
費
の
二
分
の
一
を
補
助
す
る
。
教
育
委

員
会
や
経
済
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
「
学

校
と
社
会
の
相
互
交
流
推
進
協
議
会
」
を

置
き
、
学
校
側
の
教
員
派
遣
希
望
や
企
業

側
の
研
修
受
入
希
望
の
と
り
ま
と
め
、
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
な
ど
に
当
た
る
。

い
わ
ゆ
る
不
適
格
教
員
へ
の
対
応
で
は
、

二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

「
新
し
い
教
員
の
人
事
管
理
の
在
り
方
に

関
す
る
調
査
研
究
」
の
委
嘱
を
全
都
道
府

県
に
拡
充
す
る
こ
と
に
し
た
。

▼
Ｉ
Ｔ
教
育
推
進
へ
環
境
整
備

衛
星
通
信
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
普
及

が
も
た
ら
す
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会

に
対
応
し
、「
次
世
代
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

未
来
型
教
育
研
究
開
発
事
業
」（
三
〇
億

円
）
を
実
施
。
次
世
代
Ｉ
Ｔ
を
学
校
教
育

に
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
研
究
す
る
。
全

国
約
一
八
〇
校
を
指
定
し
、
デ
ジ
タ
ル
教

材
の
作
製
・
活
用
に
よ
る
子
ど
も
の
興
味
・

関
心
を
高
め
る
授
業
の
実
現
な
ど
を
テ
ー

マ
に
研
究
を
委
嘱
す
る
。

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
や
二
〇

人
授
業
な
ど
「
学
び
」
の
形
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
普
通
教
室
、
特
別
教
室
に

続
く
第
三
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
「
新

世
代
型
学
習
空
間
」
の
整
備
に
も
乗
り
出

す
。小

中
学
校
の
新
増
改
築
、
大
規
模
改
造

の
際
に
、
移
動
間
仕
切
り
で
自
由
な
サ
イ

ズ
に
教
室
を
区
分
け
で
き
る
よ
う
整
備
。

パ
ソ
コ
ン
の
発
熱
に
対
応
す
る
冷
暖
房
設

備
、
Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア
仕
様
の
床
、
画
面
に
反

射
し
な
い
Ｏ
Ａ
照
明
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
し
た
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
も

整
え
る
。

さ
ら
に
、
公
民
館
で
の
「
高
齢
者
向
け

パ
ソ
コ
ン
教
室
」（
一
〇
億
円
）
を
全
国

一
〇
〇
〇
カ
所
で
展
開
。
情
報
弱
者
と
な

る
恐
れ
の
あ
る
高
齢
者
を
対
象
に
、
パ
ソ

コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
基
礎

知
識
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
み
な
が
ら
習
得
で

き
る
機
会
を
提
供
す
る
。
ま
ず
、
全
都
道

府
県
に
高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
運
営
指

針
を
策
定
す
る
委
員
会
を
設
置
。
各
県
二

二
カ
所
で
教
室
を
開
き
、
公
民
館
に
は
パ

ソ
コ
ン
五
台
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
い
つ

で
も
利
用
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。

▼
小
学
校
の
英
会
話
に
地
域
人
材

「
小
学
校
の
英
会
話
学
習
に
お
け
る
地

域
人
材
の
活
用
」（
五
六
〇
〇
万
円
）
を

新
規
に
実
施
。
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
り

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」（
小
学
三
年
以

上
）
で
英
会
話
の
実
施
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
英
会
話
に
堪
能
な
地
域
の
人

材
を
「
実
践
的
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て

活
用
す
る
実
践
研
究
を
都
道
府
県
に
つ
き

二
校
程
度
で
行
う
。
ま
た
、
外
国
語
教
育

の
よ
り
適
切
な
指
導
方
法
に
つ
い
て
研
究

協
議
会
（
二
日
間
）
を
開
催
、
効
果
的
な

授
業
例
を
ビ
デ
オ
化
し
全
国
の
学
校
に
情

報
提
供
す
る
。
教
員
に
対
し
て
は
、
小
学

校
段
階
に
ふ
さ
わ
し
い
英
会
話
学
習
の
内

容
、
方
法
、
教
材
・
教
具
に
関
す
る
知
識

を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
六
〇
〇
人

を
対
象
に
二
週
間
程
度
の
研
修
講
座
を
実

施
す
る
。

学
校
教
育
へ
の
地
域
人
材
の
活
用
は
、

衰
退
傾
向
が
指
摘
さ
れ
る
運
動
部
活
動
で

も
積
極
展
開
。「
部
活
動
わ
く
わ
く
プ
ラ

ン
２１
」（
一
七
億
円
）
が
そ
れ
だ
。
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
を
活
用
、
運
動
部
の

活
性
化
を
目
指
す
都
道
府
県
に
必
要
経
費

の
三
分
の
一
を
補
助
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
指
導
者
一
万
一
一
人
分
の
経
費
を
計

上
し
た
。

ま
た
、
大
学
生
の
学
力
低
下
を
指
摘
す

る
声
が
改
め
て
高
ま
る
中
、「
学
力
の
評

価
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
必
要
経
費
を

前
年
度
の
一
一
・
四
倍
の
三
億
四
八
〇
〇

万
円
と
大
幅
に
増
や
し
た
。
こ
れ
は
、
学

習
指
導
要
領
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
全
国

的
な
学
力
調
査
を
行
う
も
の
で
、
二
〇
〇

〇
年
度
か
ら
問
題
作
成
、
二
〇
〇
一
年
度

は
小
中
学
校
で
調
査（
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
）

す
る
。
小
学
校
は
国
語
、
社
会
、
算
数
、
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理
科
の
四
教
科
で
、
三
六
〇
〇
校
の
五
、

六
年
生
が
対
象
。
中
学
校
は
国
語
、
社
会
、

数
学
、
理
科
、
外
国
語
の
五
教
科
で
、
二

八
八
〇
校
の
全
学
年
を
対
象
に
行
う
。
小

中
学
校
と
も
各
学
年
九
万
六
〇
〇
〇
人
、

合
計
四
八
万
人
の
児
童
・
生
徒
が
対
象
と

な
る
。
同
省
と
し
て
は
、
調
査
結
果
を
指

導
方
法
の
改
善
が
必
要
か
の
判
断
材
料
と

し
た
い
考
え
だ
。

▼
奉
仕
活
動
の
機
会
充
実

首
相
の
私
的
諮
問
機
関
「
教
育
改
革
国

民
会
議
」
が
提
言
し
て
い
る
「
小
中
高
校

生
の
奉
仕
活
動
」
は
、「
青
少
年
い
き
い

き
体
験
プ
ラ
ン
」（
七
億
円
）
と
し
て
実

施
。
中
学
校
区
程
度
の
地
域
ご
と
に
学
校

関
係
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青
少
年
団
体
な
ど
で

構
成
す
る
実
行
委
員
会
を
組
織
、
地
域
の

小
中
高
校
生
が
年
間
七
日
間
、
高
齢
者
介

護
や
農
作
業
な
ど
の
奉
仕
活
動
を
す
る
機

会
を
つ
く
る
。
都
道
府
県
の
各
四
地
域
、

政
令
指
定
都
市
の
各
一
地
域
で
展
開
す
る

方
向
だ
。
ま
た
不
登
校
な
ど
自
宅
に
引
き

こ
も
り
が
ち
な
青
少
年
に
つ
い
て
は
、
全

国
の
公
立
青
年
の
家
、
少
年
自
然
の
家
の

計
五
九
施
設
を
利
用
し
、
共
同
生
活
を
通

じ
た
自
然
体
験
を
年
間
で
約
一
カ
月
実

施
。非
行
問
題
や
ぜ
ん
そ
く
・
ア
レ
ル
ギ
ー

な
ど
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
児
童
・
生
徒

に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
青
年

の
家
、
同
国
立
少
年
自
然
の
家
の
持
つ
過

疎
地
の
廃
校
な
ど
、
計
一
二
施
設
で
一
カ

月
程
度
の
共
同
生
活
に
よ
る
自
然
体
験
の

場
を
設
け
る
。

▼
幼
小
連
携
策
を
実
践
研
究

幼
稚
園
関
係
で
は
「
幼
・
小
連
携
に
関

す
る
総
合
的
調
査
研
究
」（
四
九
〇
〇
万

円
）
に
取
り
組
む
。
全
国
二
五
地
域
を
指

定
し
、
�
教
員
の
合
同
研
修
、
教
育
活
動

へ
の
相
互
参
加
�
幼
稚
園
と
小
学
校
の
免

許
併
有
を
促
進
す
る
た
め
、
大
学
の
協
力

に
よ
る
夏
休
み
を
利
用
し
た
集
中
講
義
�

幼
稚
園
と
小
学
校
で
の
合
同
行
事
―
な
ど

に
つ
い
て
実
践
研
究
を
委
嘱
す
る
。

育
英
奨
学
事
業
を
み
る
と
、
Ｉ
Ｔ
革
命

を
担
う
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
無
利
子

奨
学
金
の
貸
与
人
員
を
四
一
・
五
万
人
か

ら
四
二
・
二
万
人
に
増
員
、
貸
与
月
額
を

大
学
院
博
士
課
程
で
二
〇
〇
〇
円
増
や

す
。有
利
子
奨
学
金
も
貸
与
人
員
を
二
七
・

六
万
人
か
ら
三
三
・
一
万
人
に
拡
大
す
る
。

私
学
助
成
で
は
、
私
立
大
や
私
立
高
校

な
ど
へ
の
経
常
費
補
助
を
そ
れ
ぞ
れ
九
〇

億
円
、
七
六
億
円
増
額
要
求
し
、
三
一
六

〇
億
五
〇
〇
〇
万
円
、
九
三
六
億
五
〇
〇

〇
万
円
と
し
た
。

さ
ら
に
質
の
高
い
研
究
環
境
を
創
出
す

る
た
め
、
科
学
研
究
費
補
助
金
な
ど
の
一

部
に
、
建
物
の
管
理
運
営
費
や
事
務
処
理

経
費
な
ど
を
研
究
費
に
上
乗
せ
し
て
配
分

す
る
「
間
接
経
費
（
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
）

制
度
」
を
導
入
、
そ
の
経
費
と
し
て
七
十

七
億
円
を
盛
り
込
ん
だ
。

ま
た
今
回
は
、
初
め
て
財
投
機
関
債
を

活
用
し
、
日
本
育
英
会
で
一
〇
〇
億
円
、

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
で
六

〇
億
円
を
計
上
し
た
。

時
事
通
信
社

丸
山
実
子
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自
治
省
は
、
こ
の
ほ
ど
、
住
民
基
本
台

帳
に
基
づ
く
平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日

現
在
の
全
国
の
人
口
、
世
帯
数
及
び
人
口

動
態
調
査
の
結
果
を
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
全
国
の
総
人
口
数
は

一
億
二
、
六
〇
七
万
一
、
三
〇
五
人
、
う

ち
町
村
部
人
口
は
二
、
七
四
六
万
五
、
六

二
六
人
で
全
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、
二

一
・
七
九
％
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
の
人
口
及
び
人
口
動
態

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
の
住
民
基

本
台
帳
に
基
づ
く
全
国
人
口
は
、一
億
二
、

六
〇
七
万
一
、
三
〇
五
人
で
前
年
に
比
べ

て
二
一
万
一
、
二
九
九
人
、
〇
・
一
七
％

増
加
し
て
い
る
。
人
口
増
加
率
は
、
昭
和

四
十
八
年
の
二
・
二
二
％
を
ピ
ー
ク
に
減

少
傾
向
と
な
り
、
平
成
八
年
の
〇
・
二
一

％
が
最
低
と
な
っ
て
い
た
が
、

十
二
年
は
そ
れ
を
更
新
し
過
去

最
低
の
増
加
率
と
な
っ
た
。

全
国
人
口
の
男
女
別
内
訳

は
、
男
六
、
一
八
二
万
五
、
八

三
三
人
で
対
前
年
比
〇
・
一
三

％
の
増
加
、
女
は
六
、
四
二
四

万
五
、
四
七
二
人
で
同
〇
・
二

一
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

男
女
の
構
成
比
率
は
男
四
九
・

〇
四
％
、
女
五
〇
・
九
六
％
で

前
年
と
ほ
ぼ
同
率
で
あ
る
。

全
国
の
出
生
者
数
は
、
人
口

動
態
調
査
を
始
め
た
昭
和
五
十

四
年
度
以
降
、
平
成
三
年
度
、

平
成
六
年
度
、
平
成
八
年
度
及

び
平
成
十
年
度
を
除
き
、
毎
年

減
少
し
て
い
る
。
平
成
十
年
度

は
増
加
に
転
じ
た
も
の
の
、
平

成
十
一
年
度
は
再
び
減
少
に
転

じ
過
去
二
番
目
に
低
い
一
一
八

万
七
、
三
五
七
人
と
な
っ
た
。

ま
た
、
人
口
動
態
の
推
移
を

み
る
と
、
こ
れ
ま
で
減
少
傾
向
に
あ
っ
た

自
然
増
加
数
（
出
生
者
数
マ
イ
ナ
ス
死
亡

者
数
）
は
、
平
成
五
年
度
は
前
年
度
に
比

べ
わ
ず
か
に
増
加
し
た
が
、
平
成
六
年
度

か
ら
は
再
び
減
少
に
転
じ
、
十
一
年
度
は

過
去
最
低
の
二
二
万
三
、
八
六
七
人
と

な
っ
た
。

町
村
部
人
口

町
村
部
人
口
は
、
年
に
よ
っ
て
増
減
が

あ
り
、平
成
十
二
年
は
九
、一
八
四
人（
〇
・

三
二
％
）
の
減
少
で
二
、
七
四
六
万
五
、

六
二
六
人
と
な
っ
た
。こ
の
う
ち
四
万
七
、

〇
三
七
人
は
、
平
成
十
一
年
度
に
お
い
て

新
設
合
併
及
び
市
制
施
行
に
よ
り
町
村
部

か
ら
市
部
へ
移
動
し
た
も
の
で
あ
る
。
全

国
人
口
に
占
め
る
町
村
部
人
口
の
割
合
は

毎
年
減
少
し
て
お
り
、
今
年
は
二
一
・
七

八
％
（
前
年
二
一
・
八
九
％
）
と
な
っ
て

い
る
。

町
村
別
の
人
口
を
み
る
と
五
万
人
超
の

町
村
は
滋
賀
県
栗
東
町
（
五
万
三
、
九
六

八
人
）、
広
島
県
府
中
町
（
五
万
七
一
〇

人
）
、
千
葉
県
白
井
町
（
五
万
四
〇
五
人
）

の
三
町
で
前
年
と
同
数
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
五
〇
〇
人
未
満
の
町
村
は
東
京
都

青
ヶ
島
村
（
一
九
九
人
）、
愛
知
県
富
山

村
（
二
一
九
人
）
、
東
京
都
御
蔵
島
村
（
二

六
七
人
）
な
ど
一
〇
村
で
前
年
と
同
数
で

あ
っ
た
。

人
口
が
増
加
し
て
い
る
町
村
は
六
七
六

町
村
で
前
年
度
（
七
〇
六
町
村
）
に
比
べ

減
少
し
て
い
る
。ま
た
、自
然
増
加
と
な
っ

た
町
村
の
数
は
、
五
八
四
町
村
（
前
年
六

一
一
町
村
）
で
昨
年
に
引
き
続
き
減
少
し

て
い
る
。
社
会
増
加
の
町
村
は
、
八
八
三

町
村
で
前
年
（
九
五
九
町
村
）
よ
り
減
少

し
た
。

市
部
人
口
、
都
道
府
県
別
人
口

市
部
人
口
（
特
別
区
を
含
む
）
は
、
昭

和
四
十
三
年
以
降
毎
年
増
加
し
、
平
成
十

二
年
は
九
、
八
六
〇
万
五
、
六
七
九
人
で

前
年
に
比
べ
三
〇
万
四
八
三
人
（
〇
・
三

一
％
）
増
加
し
て
い
る
。

人
口
が
多
い
の
は
、
横
浜
市
（
三
三
七

万
五
、
七
七
二
人
）、
大
阪
市
（
二
四
七

万
一
、
一
〇
〇
人
）、
名
古
屋
市
（
二
一

〇
万
一
、
八
七
七
人
）
の
順
と
な
っ
て
お

り
、
一
〇
〇
万
人
都
市
は
一
〇
市
で
昨
年

と
同
数
で
あ
っ
た
。
一
方
、
二
万
人
未
満

の
市
は
、
北
海
道
歌
志
内
市
（
六
、
一
七

八
人
）、
福
岡
県
山
田
市
（
一
万
二
、
一

九
五
人
）、
北
海
道
三
笠
市
（
一
万
三
、

九
八
〇
人
）な
ど
一
三
市
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
が
増
加
し
て
い
る
し
の
数
は
、
三

五
二
市
で
前
年
（
三
八
七
市
）
に
比
べ
減

少
し
て
い
る
。

ま
た
、
都
道
府
県
別
の
人
口
で
は
、
人

口
の
多
い
順
に
、
東
京
都
（
一
、
一
七
四

万
三
、
一
八
九
人
）、
大
阪
府
（
八
六
二

万
六
、
七
六
六
人
）、
神
奈
川
県
（
八
三

七
万
二
九
二
人
）
で
、
一
方
人
口
の
少
な

い
順
に
、
鳥
取
県
（
六
一
万
七
、
八
二
五

人
九
、
島
根
県（
七
六
万
三
、
六
九
九
人
）、

高
知
県（
八
一
万
九
、
二
五
三
人
）と
な
っ

て
い
る
。
増
減
状
況
は
、
二
三
団
体
で
人

口
が
増
加
し
、
二
四
団
体
で
減
少
し
て
い

る
。な

お
、
前
年
同
様
、
東
京
都
、
大
阪
府
、

神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、

北
海
道
、
兵
庫
県
、
福
岡
県
の
上
位
九
団

体
で
全
国
人
口
の
半
分
以
上
（
五
一
・
二

三
％
）
を
占
め
て
い
る
。

平成１２年人口段階別町村数

自然減少の市町村数の推移

自
然
増
加
数

過
去
最
低
を
記
録
更
新

住住
民民
基基
本本
台台
帳帳
人人
口口
（（
平平
成成
十十
二二
年年
三三
月月
末末
））

自自
治治
省省

計

２，５５８

１００．０

１千人
未 満

４８

１．９

１千人
以 上

６４０

２５．０

５千人
以 上

８４７

３３．１

１万人
以 上

６９５

２７．２

２万人
以 上

２０９

８．２

３万人
以 上

５３

２．１

３．５万
人以上

３４

１．３

４万人
以 上

３２

１．３

人口区分

町 村 数

割合（％）

１２年

１，９５６

２２４

２，１８０

１１年

１，９２５

２０２

２，１２７

１０年

１，８２３

１７６

１，９９９

９年

１，８１１

１７６

１，９８７

８年

１，７７０

１５９

１，９２９

７年

１，７０９

１４４

１，８５３

６年

１，６３８

１４４

１，７８２

５年

１，６０５

１４７

１，７５２

４年

１，４２８

１１６

１，５４４

３年

１，３３４

９８

１，４３２

年

町 村 数

市（区）数

合 計

（第三種郵便物認可） 第２３３０号町 村 週 報平成１２年１０月２日

政 策

７



年
齢
階
級
別
人
口
と
世
帯
数

年
齢
階
級
別
人
口
を
み
る
と
、
年
少
人

口（
一
五
歳
未
満
）が
一
、
八
五
五
万
三
、

二
七
五
人
（
一
四
・
七
二
％
）、
生
産
年

齢
人
口
（
一
五
歳
以
上
六
五
歳
未
満
）
が

八
、
五
九
九
万
五
、
二
三
〇
人
（
六
八
・

二
一
％
）
で
老
年
人
口
（
六
五
歳
以
上
）

は
、
二
、
一
五
二
万
二
、
七
八
三
人
（
一

七
・
〇
七
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

町
村
部
に
お
い
て
は
、
年
少
人
口
（
一

四
・
九
九
％
）、
老
年
人
口
（
二
一
・
三

〇
％
）の
割
合
が
市
部
に
比
べ
て
大
き
く
、

生
産
年
齢
人
口
（
六
三
・
七
一
％
）
の
割

合
が
小
さ
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は

年
々
強
く
な
っ
て
い
る
。

世
帯
数
は
、
四
、
七
四
一
万
九
、
九
〇

五
世
帯
で
、
前
年
に
比
べ
六
〇
万
八
、
一

九
三
世
帯
、
一
・
三
〇
％
増
加
し
た
。
一

世
帯
平
均
構
成
人
員
は
、
昭
和
四
十
三
年

の
三
・
七
六
人
か
ら
毎
年
減
少
し
、
平
成

十
一
年
は
二
・
六
六
人
で
前
年
の
二
・
七

十
二
人
を
下
回
り
過
去
最
低
を
更
新
し

た
。

平成１２年住民基本台帳に基づく人口及び世帯数 （平成１２年３月３１日現在）

１世帯当
たり人口

２．３６
２．８１
２．９９
２．８５
３．００
３．３０
３．０９
３．０１
３．００
２．９４
２．７５
２．６８
２．１７
２．４９
２．８９
３．１７
３．１８
２．９４
３．３１
２．９６
３．１４
２．９３
２．７７
２．８９
３．０８
２．５６
２．４７
２．５６
２．８７
２．７４
２．９７
２．９４
２．７８
２．５６
２．５４
２．８２
２．７５
２．５９
２．４６
２．５８
３．１１
２．６７
２．８２
２．６７
２．５９
２．４３
２．８７
２．６６

世 帯 数

２，４０９，７４８
５３３，６２２
４７６，５２７
８２０，９７１
４０１，０２８
３７７，１７０
６９１，４３８
９９４，２８３
６６７，７３１
６８６，４１８

２，４９４，０３２
２，２０２，０９６
５，４１０，７０１
３，３６７，１７３
３０６，７０５
７８３，６１５
３５４，１９０
４００，０９５
２５２，８１０
７４５，２２１
６７２，２３４

１，２８１，９１２
２，４８９，４４３
６４２，２１７
４２９，９５６

１，００３，０７２
３，４９０，５５２
２，０８１，５０９
５０５，１０５
３９８，７３０
２０７，９６２
２６０，１５９
７０４，８９６

１，１２２，８１４
６０３，６１９
２９５，１３７
３７５，７５１
５８２，９０４
３３２，４３２

１，９２２，８６３
２８４，５０６
５７４，１５５
６６４，１７２
４６３，６３１
４５７，４５８
７３６，２１０
４６０，９３２

４７，４１９，９０５

増加率
％

０．０１
△ ０．１０
△ ０．１６
０．３６

△ ０．２１
△ ０．１３
０．１５
０．１８
０．１１
０．１４
０．５１
０．５７
０．５４
０．５８

△ ０．３３
△ ０．１０
△ ０．１２
△ ０．０９
△ ０．０６
０．１７
０．１０
０．１４
０．４３
０．０９
０．８５
０．０５
０．０３
１．４９
０．２８

△ ０．３３
０．１８

△ ０．１３
０．０９
０．１１

△ ０．２７
△ ０．１５
０．０１

△ ０．１９
△ ０．１０
０．３１
０．０２

△ ０．３０
０．１７
０．００

△ ０．１２
△ ０．１０
０．９０
０．３１

市 部 人 口

４，３７１，９６０
９６５，６１８
８６３，７８０

１，５３５，２１９
６６６，６０５
８９５，８９４

１，３７３，６４９
１，６９０，７８１
１，３１０，４３０
１，２３８，８８９
５，９１１，８６５
５，１３５，７２３
１１，６５１，２３７
７，９８６，９８８
４０６，３１５

１，６０５，９２８
７８５，７５５
８０６，０７８
５５６，２４６

１，４１５，９４７
１，３５３，１１６
２，９２９，６５０
５，７９７，９９２
１，２５７，２３９
７３３，１４５

２，２３９，０１２
８，３９２，４６４
４，７１６，０２７
１，０４１，０７９
６６４，８３７
３７３，０６５
４５１，７９９

１，４３８，４１６
２，２５３，８５８
１，１９４，０６７
４３１，２６５
５５５，７６８

１，０８２，６４４
５５５，８３６

３，８３８，０８８
４５７，７０３
９６０，２１７

１，０８７，５１５
９１１，８６１
７９９，５５０

１，０２９，０９８
８８５，４６１

９８，６０５，６７９

増加率
％

△ ０．７１
△ ０．６８
△ ０．２６
△ ０．２２
△ ０．８０
△ ０．８６
△ ０．５７
０．０３
０．１２
０．２９
０．２１
０．０９

△ ０．１２
△ ０．０７
０．６２

△ ０．４５
０．０６
０．２４
０．１６

△ ０．０７
△ ０．１０
０．０６
０．５９
０．０７
０．５３
０．１０
０．０４

△ ５．６９
△ ０．３１
△ ０．１６
△ ０．６９
△ ０．５５
△ ０．３８
△ ０．７３
△ ０．７９
△ ０．４３
△ ０．２３
△ ０．７５
△ ０．５２
０．０３

△ ０．１３
△ ０．３８
△ ０．３１
△ ０．６４
△ ０．０９
△ ０．３０
０．７１

△ ０．３２

町村部人口

１，３１０，８６７
５３４，１０７
５６１，３５５
８０８，６３３
５３６，８６６
３４９，０６１
７６２，６９５

１，３０３，０９１
６９０，０６７
７７８，８７９
９５８，１３８
７５７，４４３
９１，９５２
３８３，３０４
４７９，１０７
８７６，４５８
３４０，２６４
３６９，５８３
２７１，９４３
７８６，３７０
７５６，０３１
８２９，８４０

１，１０８，９８７
６００，１３７
５９２，４７３
３２４，３４３
２３４，３０２
８０５，３９９
４０８，０６７
４２６，４２３
２４４，７６０
３１１，９００
５１９，２４８
６２０，４５７
３４０，３６８
４０２，１４３
４７８，７８６
４２９，２１１
２６３，４１６

１，１２９，５９８
４２５，８０８
５７２，０１８
７８２，３０４
３２４，５４７
３８７，４８１
７５８，０２３
４３９，３７３

２７，４６５，６２６

増加率
％

△ ０．１６
△ ０．３１
△ ０．２０
０．１６

△ ０．４７
△ ０．３４
△ ０．１１
０．１１
０．１２
０．２０
０．４７
０．５１
０．５４
０．５５
０．１８

△ ０．２２
△ ０．０７
０．０１
０．０１
０．０８
０．０３
０．１３
０．４５
０．０８
０．７１
０．０６
０．０３
０．３７
０．１１

△ ０．２６
△ ０．１７
△ ０．３０
△ ０．０４
△ ０．０７
△ ０．３８
△ ０．２８
△ ０．１０
△ ０．３５
△ ０．２４
０．２５

△ ０．０５
△ ０．３３
△ ０．０３
△ ０．１７
△ ０．１１
△ ０．１９
０．８４
０．１７

人 口

５，６８２，８２７
１，４９９，７２５
１，４２５，１３５
２，３４３，８５２
１，２０３，４７１
１，２４４，９５５
２，１３６，３４４
２，９９３，８７２
２，０００，４９７
２，０１７，７６８
６，８７０，００３
５，８９３，１６６
１１，７４３，１８９
８，３７０，２９２
８８５，４２２

２，４８２，３８６
１，１２６，０１９
１，１７５，６６１
８２８，１８９

２，２０２，３１７
２，１０９，１４７
３，７５９，４９０
６，９０６，９７９
１，８５７，３７６
１，３２５，６１８
２，５６３，３５５
８，６２６，７６６
５，５２１，４２６
１，４４９，１４６
１，０９１，２６０
６１７，８２５
７６３，６９９

１，９５７，６６４
２，８７４，３１５
１，５３４，４３５
８３３，４０８

１，０３４，５５４
１，５１１，８５５
８１９，２５２

４，９６７，６８６
８８３，５１１

１，５３２，２３５
１，８６９，８１９
１，２３６，４０８
１，１８７，０３１
１，７８７，１２１
１，３２４，８３４

１２６，０７１，３０５

都道府県

北 海 道
青 森 県
岩 手 県
宮 城 県
秋 田 県
山 形 県
福 島 県
茨 城 県
栃 木 県
群 馬 県
埼 玉 県
千 葉 県
東 京 都
神奈川県
山 梨 県
新 潟 県
富 山 県
石 川 県
福 井 県
長 野 県
岐 阜 県
静 岡 県
愛 知 県
三 重 県
滋 賀 県
京 都 府
大 阪 府
兵 庫 県
奈 良 県
和歌山県
鳥 取 県
島 根 県
岡 山 県
広 島 県
山 口 県
徳 島 県
香 川 県
愛 媛 県
高 知 県
福 岡 県
佐 賀 県
長 崎 県
熊 本 県
大 分 県
宮 崎 県
鹿児島県
沖 縄 県
合 計

政 策
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「
ジ
ャ
ズ
の
館
」オ
ー
プ
ン

青
森
県

南
郷
村

一
九
九
〇
年
に
始
め
た
サ
マ
ー

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
が
す
っ
か
り
定

着
し
、
ジ
ャ
ズ
の
街
と
し
て
近
隣
市

町
村
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
村

は
、「
道
の
駅
な
ん
ご
う
」
の
敷
地

内
に
、
ジ
ャ
ズ
の
ラ
イ
ブ
や
レ
コ
ー

ド
・
Ｃ
Ｄ
演
奏
が
楽
し
め
、
軽
食
・

喫
茶
も
備
え
た
「
ジ
ャ
ズ
の
館
」
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

「
原
阿
佐
緒
記
念
館
」

十
周
年
記
念
で
短
歌
を
募
集

宮
城
県

大
和
町

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
活

躍
し
た
町
出
身
の
女
流
歌
人
・
原
阿

佐
緒
の
功
績
を
た
た
え
、
生
家
を
整

備
し
て
「
原
阿
佐
緒
記
念
館
」
を
開

館
し
て
い
る
町
は
、
同
館
が
開
館
十

周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

優
れ
た
短
歌
を
表
彰
す
る
「
原
阿
佐

緒
賞
」
を
創
設
し
、
全
国
か
ら
未
発

表
短
歌
を
募
集
し
て
第
一
回
表
彰
作

を
決
定
し
た
。

「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
」導
入
で

議
員
中
心
の
専
門
部
会
設
置

福
島
県

山
都
町

町
財
政
の
在
り
方
を
模
索
す
る
一

環
と
し
て
、
町
議
会
は
、
民
間
資
金

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
公
共
施
設

を
整
備
す
る「
Ｐ
Ｆ
Ｉ（
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
）方
式
」導
入
を
検
討
す
る
た
め
、

議
員
が
中
心
と
な
っ
て
導
入
手
続
き

や
他
の
自
治
体
の
導
入
事
例
を
研
究

す
る
専
門
部
会
を
設
け
た
。

生
ご
み
高
速
発
酵
処
理
機

の
た
い
肥
を
無
料
配
布

山

梨

県

上
野
原
町

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
助

成
制
度
を
導
入
す
る
な
ど
、
ご
み
の

減
量
・
再
資
源
化
を
進
め
て
い
る
町

は
、
一
九
九
九
年
に
町
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
設
置
し
た
生
ご
み
高
速
発

酵
処
理
機
か
ら
一
週
間
で
約
百
五
十

キ
ロ
グ
ラ
ム
発
生
す
る
た
い
肥
を
、

毎
週
水
曜
日
に
町
内
の
希
望
者
先
着

五
十
人
に
無
料
で
配
布
し
て
い
る
。

生
産
地
と
消
費
地
の

交
流
強
化
で
協
議
会
設
置

新
潟
県

笹
神
村

首
都
圏
コ
ー
プ
と
地
元
農
協
と
の

二
十
年
に
及
ぶ
産
直
提
携
関
係
が
築

か
れ
て
い
る
村
で
は
、安
全
な
食
料

の
供
給
や
環
境
保
全
型
農
業
の
推

進
、人
的
交
流
な
ど
生
産
地
と
消
費

地
の
結
び
つ
き
の
強
化
を
ね
ら
い

に
、村
、さ
さ
か
み
農
協
、首
都
圏

コ
ー
プ
事
業
連
合
の
三
者
で「
食
料
と

農
業
に
関
す
る
基
本
協
定
」を
結
び
、

事
業
推
進
に
向
け
協
議
会
を
設
け
た
。

野
良
猫
の
繁
殖
防
止
で

避
妊
手
術
制
度
を
開
始

福
井
県

丸
岡
町

住
民
か
ら
苦
情
が
多
い
野
良
猫
を

こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
た
め
、町
は
、

野
良
猫
を
捕
獲
し
て
も
ら
い
避
妊
手

術
を
受
け
さ
せ
る
制
度
を
開
始
す
る

と
と
も
に
、
飼
い
猫
に
つ
い
て
も
避

妊
手
術
の
費
用
の
三
分
の
一
を
補
助

し
、
野
良
猫
の
繁
殖
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

古
代
の
北
信
濃
と
朝
鮮
半
島
交
流

の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

長

野

県

木
島
平
村

東
日
本
で
最
古
の
文
字
が
刻
ま
れ

た
土
器
片
が
発
見
さ
れ
、
朝
鮮
半
島

と
東
日
本
の
交
流
を
示
す
も
の
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
根
塚
遺
跡
の
発

掘
成
果
を
広
く
公
開
す
る
た
め
、
村

教
育
委
員
会
は
古
代
の
北
信
濃
と
朝

鮮
半
島
と
の
交
流
に
つ
い
て
意
見
交

換
す
る
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
根
塚
遺

跡
と
加
耶
」
を
開
催
し
た
。

地
域
活
性
化
や
リ
ー
ダ
ー

養
成
の「
豊
岡
村
塾
」開
講

静
岡
県

豊
岡
村

村
は
、
地
域
活
性
化
や
地
域
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
を
目
的
に
、
村
内
外
か

ら
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
人
を
塾
頭

と
し
て
招
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
村
農
業
の
経
営
戦
略
を
模

索
す
る
農
業
経
営
研
究
や
、
商
店
街

づ
く
り
を
実
践
す
る
商
業
実
践
な
ど

の
講
座
を
行
う
「
豊
岡
村
塾
」
を
開

講
し
て
い
る
。

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
情
報
」

を
町
営
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
送

兵
庫
県

加
美
町

職
業
安
定
所
の
な
い
町
は
、
西
脇

公
共
職
業
安
定
所
の
情
報
を
基
に
、

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
情
報
」
を
文

字
と
音
声
で
一
求
人
当
た
り
「
約
四

十
秒
、
合
わ
せ
て
五
分
か
ら
二
十
分

ほ
ど
の
番
組
を
製
作
し
、
一
九
九
七

年
十
月
に
開
局
し
、
町
内
の
ほ
ぼ
全

世
帯
が
加
入
し
て
い
る
町
営
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
で
放
送
し
て
い
る
。

風
力
発
電
設
備
を
観
光
客

の
誘
致
に
も
活
用

和
歌
山
県

吉

備

町

町
で
は
、
近
畿
地
方
の
自
治
体
と

し
て
は
初
め
て
建
設
を
進
め
て
き
た

風
力
発
電
設
備
「
鷲
ケ
峰
風
力
発
電

設
備
」
が
完
成
し
、
売
電
に
よ
り
収

入
を
確
保
し
て
い
く
ほ
か
、
一
帯
を

観
光
客
向
け
に
「
鷲
ケ
峰
コ
ス
モ

パ
ー
ク
」
と
し
て
整
備
す
る
な
ど
町

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
位
置
付
け
、
観

光
客
の
誘
致
も
図
っ
て
い
る
。

ご
み
の
固
形
燃
料
生
産
を

め
ざ
す
製
造
施
設
の
着
工

福

岡

県

浮
羽
町
外
二
町

浮
羽
、
吉
井
、
田
主
丸
の
三
町
で

構
成
す
る
浮
羽
郡
衛
生
施
設
組
合

は
、
三
町
内
で
収
集
し
た
可
燃
性
ご

み
日
量
六
十
ト
ン
を
乾
燥
・
圧
縮
し

て
三
十
ト
ン
ご
み
の
固
形
燃
料
（
Ｒ

Ｄ
Ｆ
）
を
生
産
す
る
製
造
施
設
の
二

〇
〇
二
年
度
の
操
業
を
め
ざ
し
、
今

秋
の
着
工
を
計
画
し
て
い
る
。

米
国
人
講
師
を
招
き

小
学
校
で
英
会
話
授
業

長
崎
県

福
島
町

国
際
理
解
教
育
を
推
進
す
る
た

め
、
町
教
育
委
員
会
は
、「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
を
活
用
し
、
町
立

の
福
島
、養
源
両
小
学
校
に
お
い
て
、

対
岸
の
佐
賀
県
伊
万
里
市
に
あ
る
英

会
話
学
校
の
米
国
人
講
師
を
招
い

て
、
各
学
年
週
一
回
ず
つ
英
会
話
の

授
業
を
行
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
よ
る

広
域
ネ
ッ
ト
の
構
築
を
め
ざ
す
大
分
県

本
匠
村

難
視
聴
地
域
の
解
消
や
防
災
・
福

祉
情
報
の
伝
達
を
ね
ら
い
に
、
村
は

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
十
五
で
、
村
の
自
主

制
作
番
組
も
放
映
す
る
村
内
全
世
帯

対
象
の
村
営
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
「
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
・
ホ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
」
を
運

営
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
近
隣
市

町
村
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
と
の
広
域
ネ
ッ
ト

の
構
築
も
目
指
し
て
い
く
。

市
昇
格
を
目
指
し

転
入
者
に
一
万
円
支
給

沖

縄

県

豊
見
城
村

那
覇
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

人
口
が
増
加
し
、
二
〇
〇
二
年
度
の

市
昇
格
を
目
指
し
て
い
る
村
は
、
人

口
五
万
人
以
上
の
達
成
を
図
っ
て
い

こ
う
と
、
五
月
一
日
か
ら
九
月
三
十

日
ま
で
の
間
の
転
入
者
を
対
象
に
、

同
一
世
帯
三
万
円
を
限
度
に
一
人
一

万
円
を
支
給
し
た
。

カ
プ
セ
ル
Ｎ
ｏ
ｗ
＆
Ｎ
ｅ
ｗ

カカカカカカカカカカカカカカカカ
ププププププププププププププププ
セセセセセセセセセセセセセセセセ
ルルルルルルルルルルルルルルルル
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ
ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ
＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅ
ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ

（第三種郵便物認可） 第２３３０号町 村 週 報平成１２年１０月２日

情 報

９



普
段
は
何
の
変
哲
も
な
い
我
が
町
で

あ
る
が
、
昨
年
夏
、
実
の
母
親
が
保
険

金
め
あ
て
に
高
校
生
の
次
男
を
手
に
か

け
る
と
い
う
事
件
の
舞
台
と
な
っ
て
や

に
わ
に
世
間
の
注
目
を
浴
び
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

以
来
、
母
性
の
崩
壊
が
日
常
茶
飯
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
事

件
が
度
々
報
道
さ
れ
る
に
及
ん
で
暗
澹

た
る
気
分
に
沈
ん
で
い
た
ら
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
こ
ん
な
ホ
ッ
と
す
る
話
が

あ
っ
た
と
聞
い
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は

人
間
の
母
親
で
は
な
く
猫
の
母
親
の
話

で
あ
る
。

「
野
良
猫
の
母
親
と
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き

の
仔
猫
五
匹（
茶
、
黒
白
の
ぶ
ち
、
白
、

黒
褐
色
、
黒
）
の
住
い
は
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
廃
墟
ビ
ル
の
ガ
レ
ー
ジ
。
母
親
が

散
歩
兼
ゴ
ミ
箱
あ
さ
り
か
ら
帰
る
と
一

面
の
火
の
海
。
放
火
だ
っ
た
ら
し
い
。

彼
女
は
た
だ
ち
に
火
中
に
突
進
し
て
仔

猫
を
口
に
く
わ
え
、
一
匹
ず
つ
連
れ
出

す
こ
と
五
回
。
一
回
ご
と
に
火
傷
が
ひ

ど
く
な
る
状
態
で
あ
っ
た
が
我
が
身
を

返
り
見
る
こ
と
な
く
、
す
べ
て
の
仔
猫

を
独
力
で
救
い
出
し
た
。

そ
の
一
部
始
終
を
見
て
い
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
消
防
署
の
消
防
士
が
、
ぐ
っ
た

り
し
て
い
る
母
仔
六
匹
を
ノ
ー
ス
シ
ョ

ア
・
ア
ニ
マ
ル
リ
ー
グ
と
い
う
施
設
に

連
れ
て
行
っ
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
最

大
の
動
物
保
護
施
設
で
、
ス
タ
ッ
フ
た

ち
の
熱
心
な
治
療
の
結
果
、
白
の
仔
猫

は
助
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
他
は
み

ん
な
完
治
す
る
見
込
み
。
こ
の
こ
と
が

世
界
的
な
大
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
、
猫

を
引
き
取
っ
て
育
て
た
い
と
い
う
申
し

込
み
や
励
ま
し
の
手
紙
が
同
施
設
に
殺

到
し
た
。

施
設
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
れ
ら
の
手

紙
の
す
べ
て
に
返
事
を
書
く
こ
と
に
し

た
が
、
返
信
用
の
カ
ー
ド
（
葉
書
）
に

は
五
匹
の
仔
猫
を
従
え
て
横
た
わ
っ
て

い
る
母
猫
の
写
真
が
使
わ
れ
た
。
そ
の

写
真
で
見
る
と
、
母
猫
の
耳
の
と
こ
ろ

の
火
傷
が
特
に
ひ
ど
く
、
赤
い
皮
膚
が

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
せ
い

で
、
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
彼
女
に
ス
カ
ー

レ
ッ
ト
と
い
う
名
を
呈
上
し
た
。」

ス
カ
ー
レ
ッ
ト
は
日
本
名
に
翻
訳
す

れ
ば
、
紅
子
（
べ
に
こ
）
と
い
っ
た
と

こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
あ
の
、
ビ
ビ
ア
ン
・

リ
ー
と
ク
ラ
ー
ク
・
ゲ
ー
ブ
ル
が
共
演

し
た
名
画
「
風
と
共
に
さ
り
ぬ
」
の
燃

え
る
よ
う
な
激
し
い
情
熱
の
ヒ
ロ
イ
ン

の
名
前
も
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
で
し
た
。
感

激
し
ま
す
ね
、
こ
の
話
。

し
か
し
、「
母
性
愛
」と
い
う
尺
度
で

ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
主
役
に
な
っ
た
日
本

の
母
親
た
ち
を
非
難
し
た
り
、ア
メ
リ

カ
の
母
猫
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
を
称
賛
し
た

り
す
る
こ
と
は
、ほ
と
ん
ど
意
味
の
な

い
こ
と
だ
、と
い
う
説
が
生
物
学
の
先
端

を
研
究
し
て
い
る
学
者
の
間
で
は
有
力

な
ん
だ
そ
う
で
、こ
れ
ま
た
ビ
ッ
ク
リ
。

つ
ま
り
、
思
春
期
（
発
情
期
）
に
異

性
を
求
め
、
交
わ
っ
て
子
を
つ
く
り
、

懸
命
な
子
育
て
を
す
る
の
は
、
あ
ら
か

じ
め
遺
伝
子
が
そ
の
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ

れ
を
「
母
性
愛
」
と
と
ら
え
る
の
は
単

な
る
感
傷
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と

ら
し
い
の
で
す
。

動
物
学
者
の
日
高
敏
隆
氏
の
「
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
の
老
い
」
と
い
う
本
に

は
、「
個
体
は
い
つ
ま
で
も
生
き
て
い

た
い
と
願
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が

そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
い
つ

か
は
必
ず
死
ぬ
。

し
か
し
、
そ
の
前
に
自
分
の
子
孫
を

残
し
て
お
け
ば
、
そ
の
個
体
の
遺
伝
子

は
生
き
残
り
、
し
か
も
殖
え
て
い
く
。

も
し
か
す
る
と
、
生
き
残
っ
て
殖
え
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
の
は
遺
伝
子

か
も
し
れ
な
い
。

遺
伝
子
は
、自
分
が
宿
っ
て
い
る
個

体
を
操
っ
て
、で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん

子
ど
も
を
つ
く
り
、育
て
あ
げ
る
よ
う

に
さ
せ
て
い
る
が
、そ
れ
は
種
族
維
持
の

た
め
で
な
く
、ひ
た
す
ら
自
分
自
身
の
遺

伝
子
を
殖
や
し
て
い
く
た
め
に
そ
う
さ

せ
て
い
る
の
で
あ
る
。」と
述
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
先
日
、
人
間
の
全
遺
伝
情

報
の
解
読
を
完
了
し
た
、
と
ク
リ
ン
ト

ン
大
統
領
が
誇
ら
か
に
宣
言
し
た
。
こ

の
遺
伝
情
報
を
利
用
す
れ
ば
癌
を
は
じ

め
難
病
の
治
療
や
診
断
、
予
防
に
つ
い

て
画
期
的
な
成
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
そ
れ
で
結
構
な
こ
と
に
違
い

な
い
が
、つ
い
で
に
人
の
成
長
や
老
化
、

異
性
愛
や
母
性
愛
と
い
っ
た
こ
と
も
、

ま
る
で
ド
ラ
マ
の
シ
ナ
リ
オ
を
読
む
ご

と
く
、
あ
る
い
は
エ
ン
ジ
ン
の
内
部
構

造
を
見
る
ご
と
く
解
明
さ
れ
て
し
ま
う

の
だ
ろ
う
か
。

い
や
は
や
末
恐
ろ
し
い
時
代
に
な
っ

た
も
の
で
す
。

長 崎 県
こ なが い

小 長 井 町 長

古 賀 忠 臣

■

母
の
愛

随 想
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地
域
Ｉ
Ｔ
推
進
本
部（
自
治
省
）が
指
針
を
決
定

「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」
創
設

�
自
治
省
�

平
成
十
一
年
の
農
業
経
営
収
支
等
を
公
表

�
酪
農
所
得
が
増
加
�

地
域
Ｉ
Ｔ
推
進
本
部
（
本
部
長
西
田
自

治
大
臣
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、「
Ｉ
Ｔ
革
命

に
対
応
し
た
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
情

報
化
施
策
等
の
推
進
に
関
す
る
指
針
」
を

決
定
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
、「
基
本
的
な

考
え
方
」
と
し
て
、
�
高
度
、
多
様
化
す

る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
�
情
報
通
信
基
盤

の
整
備
に
よ
る
社
会
・
経
済
活
動
の
活
性

化
、
�
事
務
処
理
全
般
の
見
直
し
に
よ
る

行
政
の
簡
素
化
・
効
率
化
及
び
透
明
化
を

あ
げ
て
い
る
。

次
に
、「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
今

後
の
課
題
と
基
本
的
方
向
」
に
つ
い
て
、

�
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
行
政
の
簡

素
・
効
率
化
と
住
民
利
便
性
の
向
上
の
た

め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
や
、
文
書

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
よ
る
情
報
公
開
の
推

進
、
�
高
度
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

対
応
の
た
め
の
職
員
の
能
力
開
発
や
Ｉ
Ｔ

関
係
の
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
る
住
民
の
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
の
向
上
等
を
あ
げ
て
い
る
。

そ
し
て
、「
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
」
と
し
て
、

�
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
一
人
一
台
パ
ソ
コ
ン
の

整
備
等
の
推
進
に
よ
る
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
の
推
進
、
�
申
請
、
届
出
等
手
続
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進
、
�
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
整
備
促
進

等
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
他
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
及
び
個
人
情
報
保
護
の
必
要
性
、
推

進
上
の
留
意
点
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

自
治
省
は
、
平
成
十
三
年
度
地
方
財
政

重
点
施
策
に
お
い
て
、「
わ
が
ま
ち
づ
く

り
支
援
事
業
」
を
新
た
に
創
設
す
る
こ
と

と
し
た
。

こ
れ
は
、「
ふ
る
さ
と
創
生
」
事
業
や

「
地
域
活
力
創
出
プ
ラ
ン
」
事
業
な
ど
に

よ
り
、
地
方
自
ら
が
進
め
る
地
域
づ
く
り

が
定
着
し
て
き
た
中
で
、
地
域
の
中
で
住

民
が
中
心
と
な
っ
て
考
え
、
住
民
と
行
政

が
協
働
し
て
行
う
地
域
づ
く
り
の
動
き
が

各
地
で
広
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
住
民
主
体
の
取
組
へ
の
支
援
の
充
実

を
図
る
観
点
か
ら
創
設
さ
れ
る
も
の
。

こ
の
施
策
に
つ
い
て
は
、「
地
域
活
力

創
出
プ
ラ
ン
」
の
「
人
づ
く
り
」
の
ソ
フ

ト
事
業
支
援
の
部
分
を
改
善
・
充
実
し
、

住
民
の
取
組
を
支
援
す
る
市
町
村
に
対
し

自
治
省
が
地
方
財
政
措
置
を
講
ず
る
と
し

て
お
り
、
地
域
単
位
で
の
集
ま
り
の
活
性

化
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
地
域
づ

く
り
へ
の
参
加
意
識
、
連
帯
感
、
自
治
意

識
の
向
上
を
期
待
し
て
い
る
。

基
本
的
な
流
れ
と
し
て
は
、
住
民
が
地

域
に
お
け
る
話
し
合
い
の
場
を
設
置
し
、

そ
こ
で
地
域
福
祉
な
ど
、
地
域
の
課
題
を

住
民
が
主
体
的
に
解
決
す
べ
き
も
の
を

「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
」
と
し
て
取

り
ま
と
め
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
や
「
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
自

治
大
臣
表
彰
の
候
補
に
す
る
な
ど
し
て
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
事
業
は
、
全
て
の
市
町
村

に
お
け
る
支
援
事
業
へ
の
財
政
措
置
の
し

く
み
と
し
て
構
築
（
支
援
の
あ
り
方
は
各

市
町
村
に
お
い
て
判
断
）、
財
政
措
置
の

手
法
に
つ
い
て
は
、
年
末
の
地
方
財
政
対

策
に
お
い
て
決
定
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

農
林
水
産
省
で
は
、我
が
国
農
業
の「
担

い
手
層
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
層
」
の
農
家

を
対
象
と
し
た
平
成
十
一
年
の
経
営
部
門

別
に
み
た
収
益
性
、
生
産
性
な
ど
の
農
業

経
営
の
実
態
調
査
の
結
果
を
こ
の
ほ
ど
公

表
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
一
戸
当
た
り
の
農
業

所
得
は
、
酪
農
部
門
が
平
均
で
七
百
二
十

七
万
円
（
対
前
年
比
〇
・
八
％
増
）
と
最

も
高
く
、
次
い
で
養
豚
部
門
の
六
百
七
万

円（
同
比
〇
・
三
％
増
）と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、稲
作
部
門
や
露
地
野
菜
作
部
門
、

果
樹
作
部
門
な
ど
が
前
年
を
大
き
く
下

回
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
肥
育
牛
部
門
（
同

比
一
〇
・
一
％
減
）、
施
設
野
菜
作
部
門

（
同
比
九
・
八
％
）
な
ど
で
大
幅
に
前
年

を
下
回
っ
て
い
る
。

酪
農
部
門
は
、
飼
料
費
の
減
少
に
よ
る

経
営
費
の
減
少
な
ど
か
ら
、
農
業
所
得
が

前
年
に
比
べ
増
加
し
て
お
り
、
特
に
、
搾

乳
牛
飼
育
頭
数
が
八
十
頭
以
上
の
階
層
で

は
、
平
均
で
千
四
百
九
十
万
円
に
な
っ
て

い
る
。

一
方
、
露
地
野
菜
作
部
門
は
、
根
菜
類

や
葉
茎
菜
類
な
ど
で
価
格
が
下
落
し
た
こ

と
が
影
響
し
、
四
百
十
八
万
円
（
同
比
二

〇
・
五
％
減
）
と
前
年
の
農
業
所
得
を
一

番
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

稲
作
部
門
は
、
米
の
価
格
の
下
落
と
と

も
に
、
同
時
に
栽
培
し
て
い
る
野
菜
の
価

格
が
下
が
っ
た
こ
と
も
影
響
し
、
平
均
で

二
百
十
六
万
円（
同
比
六
％
減
）と
な
り
、

中
で
も
作
付
面
積
が
十
五
�
以
上
の
階
層

で
は
、
前
年
比
で
二
十
％
以
上
で
下
落
し

て
い
る
。
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